
まもる（ルール・マナーの啓発） はしる（通行環境） とめる（駐車環境）

自転車利用環境推進方針を策定自転車利用環境推進方針を策定
ルール・マナーを守って安全に
　　　　　　自転車の利用を
ルール・マナーを守って安全に
　　　　　　自転車の利用を

▲自転車を安全快適に利用できるまちを目指します

▲スタントマン活用自転車安全教室の様子

▲自転車通行空間の例
　(自転車専用通行帯)

▲収容可能台数2000台を誇る豊洲駅地下
　自転車駐車場(平成27年4月開設)

▲車道混在の整備例
　(自転車ナビマーク
　と矢羽根の組合せ)
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区内の自転車通行空間
整備状況
(平成28年1月時点)

区内駅周辺の放置自転車台数等の推移

詳細
4面

策
定

●基本方針
１　切れ目のない自転車ルール・マナーの普及
啓発の推進

　　○スタントマン活用自転車安全教室の対象を
高校生・一般成人へ拡大

　　○自転車安全教室への地域住民の参加
　　○外国人に対する自転車ルール・マナーの普

及啓発

２　自転車事故に備えた保険加入の促進
　　○保険の加入状況に応じた啓発
３　広報を軸とした、様々な手法による普及啓
発の展開

　　○ホームページによる啓発の充実
　　○区職員による啓発の実施

●基本方針
１　自転車駐車場の整備等
　　○駅アクセスを目的とした駐車需要への対応
　　　→自転車駐車場の整備、民間活力の導入
　　○商業施設など特定施設へのアクセスを目的

とした駐車需要への対応
　　　→自転車駐車場附置義務制度の見直し、

施設側による環境整備
２　放置自転車対策の一層の推進
　　○自転車の放置防止、自転車駐車場への誘導
　　○自転車放置禁止区域の指定・見直し
　　○放置自転車の撤去

●基本方針
 ｢広域自転車通行ネットワークの早期構築」
　自転車は「車道が原則、歩道は例外」であること
を踏まえ、「自転車と歩行者の分離」「自転車の車
道通行における安全性確保」を視点とした自転車
通行環境を整備します。
⑴ネットワーク構築の考え方
　○面（駅周辺エリア等）と線（エリア間路線）に

よるネットワークを構築
　○幹線道路や地区主要道
　　路など、約150㎞（区道
　　の約50％）を整備
⑵自転車通行空間の整備
　形態の考え方
　○国のガイドラインに沿
　　って選定
　○車道混在または自転車
　　専用通行帯を中心に整
　　備

●現状 ●現状 ●現状
区内の年齢階層別自転車事故発生件数（平成26年）

整備率は1.6％にと
どまり、連続性に欠
けています。

高校生や一般成人層で事故遭遇率や
違反率が高くなっています。

放置自転車台数は大幅に減少したものの、
いまだに多くの放置自転車がみられます。

　自転車交通量の増加に伴い、利用者
のマナーの改善や、通行空間の整備を
求める声が多く寄せられています。3
月、区は平成28年度からおおむね5年
間を対象期間とする「江東区自転車利
用環境推進方針」を策定しました。今
後、「まもる」「はしる」「とめる」の3つ
の視点から、秩序ある安全で快適な自
転車利用環境の構築を進めます。交通
ルールを守り安全に自転車を利用しま
しょう※方針の全文は区ホームページ
でご覧になれます　　交通対策課交通
係☎3647‒4784、FAX3647‒9287

問
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今号の
主な内容

［2面］コミュニティサイクル実証実験 近隣4区での相互乗り入れを5月以降も継続 ［7面］都営住宅の入
居者募集、介護保険認定調査員（非常勤）・塩浜福祉園非常勤職員（支援職員）募集

NO.1889

4�21
発行：江東区/編集：広報広聴課
〒135‐8383江東区東陽四丁目11‐28

毎月1日・11日・21日発行

平成28年（2016年）

http://www.city.koto.lg.jp
☎3647‐9111（代）


